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令
和
元
年
９
月
１
日
（
日
）、
大
阪

府
立
消
防
学
校
に
お
い
て
、
第
63
回
大

阪
府
消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
、
八
尾
市

消
防
団
北
東
方
面
隊
が
中
河
内
地
区
支

部
代
表
と
し
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
２
月
か
ら
始
ま
っ
た
訓
練
は

厳
し
い
寒
さ
に
耐
え
、
雨
の
中
、
暑
さ

の
中
、
北
東
方
面
隊
が
一
致
団
結
し
、

夜
遅
く
ま
で
訓
練
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
そ
の
成
果
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
安
全
、
確
実
、
迅
速
な
操

法
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
惜
し
く
も

入
賞
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
北

東
方
面
隊
が
一
丸
と
な
り
、
目
標
に
向

か
っ
て
訓
練
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

方
面
隊
と
し
て
の
団
結
力
が
高
ま
り
、

今
後
の
消
防
団
活
動
に
活
か
し
て
い
け

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

松
村
団
長
は
じ
め
団
本
部
、
各
分
団

諸
先
輩
方
の
温
か
い
激
励
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、選
手
は
も
ち
ろ
ん
、サ
ポ
ー

ト
し
て
下
さ
っ
た
北
東
方
面
隊
の
皆
様

方
、
長
期
に
わ
た
り
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

�

◆
（
高
安
分
団　

貴
島　

孝
浩
）

大
阪
府
消
防
大
会

　
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
　

安
全
・
確
実
な
操
法
を
披
露
！

第63回大阪府消防大会
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消
防
団
員
並
び
に
防
災
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
市
内
各
所
に

お
い
て
、
火
災
予
防
の
推
進
に
取
り

組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
防
災
活

動
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
、
消
防
防

災
の
推
進
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
賜

り
、
深
く
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
、
地
震

な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
自

然
災
害
が
全
国
各
地
で
多
発
し
て
お

り
、
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
は
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
火
災
を

含
め
、
様
々
な
災
害
を
想
定
し
、
他

市
と
の
連
携
や
各
機
関
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
防
災
体
制
の
組
織
化
を

図
る
と
と
も
に
、
消
防
訓
練
・
防
災

訓
練
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
４
月
か
ら
消
防

団
に
新
た
に
創
設
し
た「
女
性
分
団
」

に
よ
り
、「
火
の
元
点
検
」
や
避
難

所
運
営
等
に
お
い
て
、
防
火
・
防
災

に
関
す
る
啓
発
活
動
に
女
性
の
視
点

　

日
ご
ろ
か
ら
、
本
市
消
防
団
に
つ

き
ま
し
て
、
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
３
月
31
日
付
け
を
も
っ
て

退
団
さ
れ
ま
し
た
向
井
団
長
を
は
じ

め
、
23
名
の
皆
様
に
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

一
方
、
４
月
１
日
付
け
で
、
新
た

に
23
名
を
団
員
に
任
命
い
た
し
ま
し

た
。
新
団
員
の
皆
様
は
、
地
元
の
推

薦
を
受
け
ら
れ
た
優
秀
な
方
々
で
あ

り
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
八
尾
を
災

害
か
ら
守
る
と
い
う
、
強
い
決
意
と

誇
り
を
も
っ
て
入
団
い
た
だ
い
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
伝
統
あ
る
本
市
消

防
団
の
一
員
と
し
て
、
全
力
で
消
防

活
動
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

を
活
か
す
な
ど
、
女
性
分
団
を
地
域
と

消
防
と
の
架
け
橋
と
し
、
よ
り
一
層
の

地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
発
災
時
に
お
い
て
大
き
な
力

と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る

防
災
力
を
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市

民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
誰
も
が

安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
八

尾
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
後
と
も
消

防
防
災
行
政
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
八
尾
市
消
防
団
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
と
団
員
の
皆
様
の
ご
健
康
、

ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
情
勢
の
急
激
な
変
化
や

異
常
気
象
に
よ
り
、
災
害
も
複
雑
多
様

化
の
傾
向
に
あ
り
、
地
域
住
民
の
消
防

に
対
す
る
期
待
は
さ
ら
に
大
き
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
消
防
団
の
果
た
す
役
割

は
今
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
っ
て
お
り
、

市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
そ

の
動
員
力
と
即
時
対
応
力
を
活
か
し
、

よ
り
一
層
地
域
に
密
着
し
た
魅
力
あ
る

消
防
団
を
目
指
す
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
防
火
・
防
災
活
動
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

令
和
と
い
う
新
時
代
を
迎
え
ま
し
た

が
、
我
々
八
尾
市
消
防
団
は
、
諸
先
輩

方
が
築
か
れ
た
伝
統
、
崇
高
な
使
命
感

を
し
っ
か
り
継
承
し
な
が
ら
、
今
後
も

地
域
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
、

消
防
団
活
動
に
精
励
致
す
所
存
で
あ
り

ま
す
。

▼
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

氏
名　

大
松　

桂
右

　
　
　
　
（
だ
い
ま
つ　

け
い
す
け
）

　

生
年
月
日　
　
昭
和
45
年
２
月
５
日

　

身　
　

長　
　

１
６
８
㎝

　

体　
　

重　
　

58
㎏

　

血 

液 

型　
　

Ｂ
型

　

経 

歴 

等　
　

　

八
尾
市
八
尾
木
北
出
身　
　

　

金
光
八
尾
高
等
学
校
卒

　

１
９
９
９
年
（
平
成
11
年
）

　

５
月　

八
尾
市
議
会
議
員
就
任

　

２
０
１
２
年
（
平
成
24
年
）

　

５
月　

第
68
代
八
尾
市
議
会
議
長

　

２
０
１
９
年
（
平
成
31
年
）

　

４
月　

八
尾
市
長
選
挙　

初
当
選

　

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）

　

５
月　

八
尾
市
長
就
任

八尾市長
大松　桂右

八尾市消防団
団長　松村　康正

新市長・新団長あいさつ
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川
﨑
　
喜
弘
（
南
高
安
）

①　

会
社
員

②　

野
球
・
ゴ
ル
フ
・
ス
ノ
ボ
ー

③　

消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
安

全
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
丸
橋
　
憲
士
（
大
正
）

①　

自
営
業

②　

散
策

③　

自
分
が
育
っ
た
町
や
地
域
へ

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し
た
い

で
す
。

　
宮
田
　
英
一
（
山
本
）

①　

自
営
業

②　

Ｄ
Ｉ
Ｙ

③　

地
域
の
防
災
に
少
し
で
も
貢

献
し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
西
尾
　
知
大
（
南
高
安
）

①　

会
社
員

②　

ゴ
ル
フ

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
と
し

て
、
諸
先
輩
方
に
追
い
つ
け
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
梅
本
　
司
（
八
尾
）

①　

会
社
員

②　

日
本
酒
探
し

③　

消
防
団
員
と
し
て
、
で
き
る

限
り
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

　
上
之
原
　
伸
二
（
山
本
）

①　

運
送
業

②　

水
泳

③　

生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
防
災

に
貢
献
で
き
る
よ
う
力
一
杯
頑

張
り
ま
す
。

　
金
原
　
優
子
（
女
性
）

①　

介
護
職

②　

映
画
鑑
賞

③　

消
防
に
関
す
る
知
識
を
し
っ

か
り
習
得
し
、
入
団
し
た
日
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
誠
実
に
活
動

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
森
本
　
幸
宏
（
南
高
安
）

①　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
キ
ー
パ
ー

②　

特
に
な
し

③　

先
輩
方
に
教
え
を
い
た
だ
き
、

早
く
一
人
前
の
消
防
団
員
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
増
田
　
裕
一
（
高
安
）

①　

会
社
員

②　

バ
イ
ク
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

③　

地
域
の
安
全
を
守
る
消
防
団

の
一
員
と
し
て
、
先
輩
方
を
見

習
い
、
日
々
精
進
し
ま
す
。

　
桒
野
　
元
（
志
紀
）

①　

会
社
員

②　

サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル

③　

全
力
で
消
防
団
活
動
に
取
り

組
み
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

　
浅
野
　
真
人
（
南
高
安
）

①　

運
送
業

②　

柔
道

③　

先
輩
方
の
ご
指
導
の
も
と
、

精
一
杯
地
域
の
安
全
の
た
め
に

頑
張
り
ま
す
。

　
石
田
　
剛
裕
（
八
尾
）

①　

会
社
員

②　

野
球
観
戦

③　

分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
少
し
で
も
地
域
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　
三
吉
　
隆
文
（
山
本
）

①　

会
社
員

②　

読
書

③　

地
域
を
守
る
た
め
、
地
元
の

諸
先
輩
方
と
共
に
、
頑
張
り
ま

す
。

　
南
　
翔
仁
（
南
高
安
）

①　

会
社
員

②　

仕
事

③　

日
々
の
訓
練
に
励
み
、
地
域

を
守
る
消
防
団
員
の
一
員
と
し

て
職
責
を
果
た
せ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

　
森
田
　
康
平
（
高
安
）

①　

現
場
監
督

②　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

③　

分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す

が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
加
藤
　
陽
介
（
志
紀
）

①　

会
社
員

②　

ゴ
ル
フ

③　

子
供
や
家
族
が
住
む
地
域
に

少
し
で
も
貢
献
し
、
諸
先
輩
方

の
足
を
引
っ
張
ら
な
い
よ
う
頑

張
り
ま
す
。

　
林
　
裕
之
（
南
高
安
）

①　

営
業
マ
ン

②　

野
球

③　

一
日
で
も
早
く
諸
先
輩
方
に

追
い
つ
き
、
消
防
団
員
と
し
て

活
動
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し

ま
す
。

　
松
田
　
孝
志
（
久
宝
寺
）

①　

整
備
士

②　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

③　

不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
訓
練
を
重
ね
地
域
の
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

　
石
橋
　
歩
（
高
安
）

①　

造
園
業

②　

模
索
中

③　

消
防
団
員
と
し
て
、
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
。

　
高
萩
　
栄
（
志
紀
）

①　

電
気
工
事
士

②　

銭
湯
巡
り

③　

地
域
を
守
る
消
防
団
員
の
一

員
と
し
て
、
一
日
で
も
早
く
知

識
・
技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う

訓
練
に
励
み
ま
す
。

　
金
村
　
泰
弘
（
曙
川
）

①　

会
社
員

②　

ゴ
ル
フ

③　

消
防
団
員
と
し
て
経
験
を
積

み
、
少
し
で
も
地
域
の
安
全
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

　
乾
　
量
（
南
高
安
）

①　

会
社
員

②　

美
食
探
求

③　

消
防
団
員
と
し
て
、
地
域
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
日
々
自
覚

を
持
っ
て
行
動
し
、
訓
練
に
努

め
ま
す
。

　
西
森
　
慎
二
（
山
本
）

①　

会
社
員

②　

釣
り

③　

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の
も
と
、

地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
消

防
団
員
を
目
指
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
１
日
（
月
）
消
防
団

員
の
任
命
式
が
挙
行
さ
れ
、
23
名
の
新

団
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

新
団
員
の

皆
さ
ん
に
こ

れ
か
ら
の
抱

負
に
つ
い
て

伺
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
任
命
式
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恩
智
川
水
防
訓
練

久
宝
寺
・
美
園
小
学
校
自
主
防
災
訓
練

　

４
月
27
日
（
土
）、
花
園
中
央
公
園

に
て
恩
智
川
水
防
訓
練
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
集
中
豪
雨
の
た
め
恩

智
川
の
水
位
が
急
上
昇
し
、
越
水
が
発

生
し
た
場
面
を
想
定
し
た
、
各
種
水
防

工
法
の
確
認
・
作
業
の
実
施
で
し
た
。

　

八
尾
市
消
防
団
に
つ
い
て
は
、「
杭

打
積
土
の
う
工
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
工
法
は
、
堤
防
の
裏
法
面
（
う
ら
の

り
め
ん
）
が
崩
れ
た
り
、
崩
れ
そ
う
な

場
合
に
、
法
崩
れ
の
下
部
に
、
木
杭
を

数
本
等
間
隔
に
打
ち
込
み
、
土
の
う
を

固
定
し
、
裏
法
面
が
崩
れ
る
の
を
防
ぐ

と
い
う
も
の
で
す
。

　

私
は
初
め
て
の
参
加
で
し
た
が
、
土

の
う
作
成
か
ら
水
防
工
法
ま
で
、
自
分

の
知
識
・
技
術
を
高
め
る
良
い
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

近
年
、
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
台
風

大
型
化
等
で
、
以
前
に
も
増
し
て
多
く

の
水
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
今
後
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

発
生
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
消
防

団
全
体
で
防
災
意
識
を
よ
り
高
め
、
災

害
に
備
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
改
め

て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�
◆
（
南
高
安
分
団　

東
出　

友
和
）

　

５
月
19
日
（
日
）、
久
宝
寺
小
学
校

に
て
、
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

消
防
署
員
、
消
防
団
員
（
久
宝
寺
分

団
）、
大
阪
経
済
法
科
大
学
の
学
生
消

防
隊
「
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
」、
が
指
導
者

と
な
り
、
地
域
住
民
の
方
た
ち
に
様
々

な
消
防
訓
練
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
供
が
大
勢
参
加
し
て
い

た
の
で
、
保
護
者
の
方
た
ち
も
子
供
が

頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
ら
れ
る
良
い
機

会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

訓
練
内
容
は
、
水
消
火
器
を
使
っ
た

初
期
消
火
訓
練
、
火
災
時
の
煙
を
想
定

し
た
煙
中
体
験
、
体
育
館
で
は
、
ロ
ー

プ
結
索
、
応
急
手
当
と
様
々
な
訓
練
を

行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
恥
ず
か
し
が
り
な
が
ら

も
楽
し
く
参
加
し
て
い
る
様
子
で
、
非

常
に
良
い
訓
練
で
し
た
。

　

６
月
２
日
（
日
）
に
は
、
美
園
小
学

校
に
て
、
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
、

子
供
た
ち
に
消
火
器
の
使
い
方
の
説
明

を
す
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
は
元
気
で
活
気
あ
ふ
れ
、

訓
練
は
大
盛
況
で
し
た
。
ま
た
、
美
園

小
学
校
で
は
可
搬
消
防
ポ
ン
プ
を
使
用

し
て
、
自
治
会
の
方
に
、
放
水
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
放
水
訓
練
で

は
、
水
圧
の
凄
さ
、
補
助
者
の
重
要
さ
、

手
信
号
の
大
切
さ
を
知
る
事
が
で
き
た

訓
練
で
し
た
。

　

両
校
の
訓
練
と
も
に
、
指
導
者
と
し

て
安
全
に
充
分
配
慮
し
、
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
で
き
、
参
加
頂
い
た
住
民
の

方
た
ち
に
消
防
団
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
様
々
な
災

害
が
発
生
し
て
い
る
中
で
、
防
災
へ
の

意
識
を
身
近
な
問
題
と
し
て
意
識
づ
け

る
こ
と
が
で
き
た
訓
練
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
員
と
し
て
、
防

災
に
対
し
て
の
ス
キ
ル
も
磨
い
て
地
域

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
久
宝
寺
分
団　

堂
田　

隆
治
）
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木
村
長
門
之
守
重
成
公
祭
礼

北
山
本
小
学
校
区
自
主
防
災
訓
練

大
正
北
地
区
福
祉
研
修
会

　

５
月
25
日
（
土
）、
幸
第
一
公
園
に

て
木
村
長
門
之
守
重
成
公
祭
礼
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

天
候
も
良
く
各
諸
団
体
様
や
地
域
の

皆
様
を
招
き
若
江
鏡
神
社
の
神
主
さ
ま

の
ご
祈
祷
の
も
と
、
御
参
拝
い
た
だ
き

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
露
店
も
出
て
、

地
域
の
子
供
た
ち
の
声
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

私
た
ち
の
地
域
で
は
、
若
い
人
が
少

な
く
、
お
年
寄
り
が
多
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
災
害
の
時
、
団
地
が
多
く
、
避

難
に
時
間
が
か
か
る
為
、
地
域
の
方
々

と
連
携
し
て
住
み
よ
い
地
域
を
目
指
し

努
力
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
と

再
確
認
し
ま
し
た
。

�

◆
（
西
郡
分
団　

安
田　

武
仁
）

　

今
回
の
自
主
防
災
訓
練
で
は
、
そ
の

中
で
も
、「
共
助
」
の
意
識
を
高
め
る

た
め
、
互
い
に
声
を
掛
け
、
助
け
合
い

な
が
ら
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
を
し
た
り
、
放

け
る
文
字
に
よ
る
通
達
は
認
識
で
き
な

い
。
聴
覚
障
害
者
の
方
は
音
に
よ
る
情

報
発
信
は
認
識
で
き
な
い
。」
と
仰
っ

て
い
ま
し
た
。

　

５
月
25
日
（
土
）、
北
山
本
小
学
校

に
て
、
北
山
本
地
区
自
主
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
、
山
本
分
団
も
参
加
し
ま
し

た
。

　

災
害
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
に
は
、

公
共
機
関
の
援
助
・
支
援
に
よ
る
「
公

助
」
に
加
え
て
、
地
域
住
民
相
互
の
助

け
合
い
に
よ
る
「
共
助
」、
自
ら
が
自

ら
の
命
を
守
る
「
自
助
」、
そ
れ
ぞ
れ

の
考
え
方
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
体
験
等
を
実
施
し
ま
し
た
。
真
剣
な

表
情
で
筒
先
を
握
っ
て
い
る
小
学
生
を

見
て
、
将
来
の
地
域
防
災
の
担
い
手
と

し
て
、
と
て
も
頼
も
し
く
見
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
自
主
防
災
訓
練

を
通
し
て
、
地
域
住
民
の
方
々
が
防
災

の
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
私
た

ち
消
防
団
員
も
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

◆
（
山
本
分
団　

渡
瀬　

太
一
）

　

６
月
29
日
（
土
）、
大
正
北
小
学
校

に
お
い
て
、「
障
が
い
者
の
特
性
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
八
尾
市
障
害
者
団
体
連
合
会
の

方
々
に
御
越
し
い
た
だ
き
、
大
正
北
地

区
福
祉
委
員
会
主
催
の
研
修
会
が
行
わ

れ
、
我
々
大
正
分
団
も
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

様
々
な
障
が
い
の
特
性
に
つ
い
て
、

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
々
、
ま
た
、
そ

の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
か
ら
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

八
尾
市
障
害
者
団
体
連
合
会
会
長
の

渡
辺
節
子
様
の
御
言
葉
の
中
に
印
象
に

残
る
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
我
々
視
覚
障
害
者
、
ま
た
、
聴
覚

障
害
を
お
持
ち
の
方
は
情
報
弱
者
で
す
。

例
え
ば
、
視
覚
障
害
者
は
避
難
所
に
お

　

会
長
に
直
々
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

の
は
、
視
覚
障
害
者
を
誘
導
す
る
際
の

注
意
点
で
、
誘
導
す
る
方
の
背
後
に
手

を
添
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
背
後

に
手
が
あ
る
と
前
方
の
情
報
が
把
握
し

辛
く
、
視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
は
不
安

を
増
幅
さ
せ
る
行
動
だ
そ
う
で
す
。

　

良
い
形
は
誘
導
者
が
前
方
に
立
ち
、

手
を
繋
ぐ
、
も
し
く
は
腕
を
持
っ
て
も

ら
い
、
前
方
や
足
元
の
状
況
を
言
葉
で

伝
え
な
が
ら
導
く
と
い
う
方
法
が
良
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

災
害
発
生
時
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う

い
っ
た
細
部
に
ま
で
配
慮
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
知
り
、
今
回
の
研
修
会
に
参

加
で
き
た
こ
と
で
、
消
防
団
員
と
し
て

一
歩
成
長
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

�

◆
（
大
正
分
団　

今
仲　

幹
夫
）
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亀
井
小
学
校
区
納
涼
盆
踊
り
大
会

山
本
コ
ミ
セ
ン
わ
く
わ
く
フ
ェ
ア

　

７
月
28
日
（
日
）、
山
本
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第
２
回
わ

く
わ
く
フ
ェ
ア
～
学
ぼ
！
遊
ぼ
！
～
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
昨
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
八
尾

市
役
所
の
関
係
部
局
で
あ
る
消
防
本
部
、

水
道
局
、
都
市
整
備
部
や
各
関
係
団
体

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
と
て
も
暑
い
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
就
学
前
の
お
子
様
か
ら
ご
高
齢
の

方
ま
で
、
様
々
な
年
代
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
達
女
性
分
団
員

４
名
と
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
の
学
生

消
防
隊
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
）
３
名
と
の

合
同
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
及
び
心

肺
蘇
生
法
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
は
小
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
が
多
く
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
訓
練

用
人
形
に
興
味
津
々
で
、
自
分
の
番
が

来
る
と
、
こ
ち
ら
の
説
明
を
聞
く
ま
で

も
な
く
見
様
見
真
似
で
心
肺
蘇
生
法
を

実
施
し
て
く
れ
る
子
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
や
心
肺
蘇
生
法
を
正

し
く
行
う
こ
と
は
、
小
学
校
低
学
年
以

下
の
お
子
さ
ん
に
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

傷
病
者
発
見
か
ら
１
１
９
番
通
報
ま
で

の
流
れ
を
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す

く
、
丁
寧
に
指
導
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
お
子
さ
ん
に
「
も
し
マ
マ

や
パ
パ
が
倒
れ
て
い
て
、
呼
ん
で
も
返

事
が
な
い
と
き
に
は
大
人
の
人
を
呼
ん

だ
り
、
救
急
車
を
呼
ん
だ
り
で
き
ま
す

か
？
」
と
最
後
に
確
認
す
る
と
、「
で

き
る
！
」
と
自
信
を
持
っ
て
答
え
て
も

ら
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
方
に
も
、
心
肺
蘇

生
法
等
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
、
胸
骨

圧
迫
は
、「
思
っ
て
い
た
以
上
に
力
が

い
る
、
し
ん
ど
い
」
と
い
う
声
が
あ
り

ま
し
た
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、
胸
骨
圧
迫
を
一
人
で
続
け
る
と
い

う
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
周
囲
に
助
け

を
求
め
、
交
替
で
行
う
こ
と
の
重
要
性

も
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
道
で
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見

し
、
１
１
９
番
通
報
を
し
た
こ
と
が
あ

る
と
い
う
方
も
お
ら
れ
、
そ
の
経
験
か

ら
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

教
え
て
ほ
し
い
と
ブ
ー
ス
に
来
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

救
命
処
置
に
高
い
関
心
を
持
た
れ
て

い
る
方
が
多
く
、
多
く
の
ご
質
問
を
い

た
だ
き
お
答
え
す
る
中
で
、
私
自
身
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
救
命
処

置
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

救
命
の
現
場
に
居
合
わ
せ
た
際
に
は
、

自
信
を
持
っ
て
救
命
の
リ
レ
ー
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

先
輩
方
の
よ
う
に
臨
機
応
変
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
自
己
研
鑽
に
励

み
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
応
急
手
当
指
導

員
と
し
て
よ
り
多
く
の
方
々
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
、
心
肺
蘇
生
法
等
を
伝
え

て
い
く
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

�
◆
（
女
性
分
団　

武
田　

恵
美
）

に
始
ま
り
、
小
学
生
に
よ
る
ダ
ン
ス
発

表
、
地
域
の
方
々
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
大

会
、
河
内
音
頭
、
最
後
に
、
景
品
抽
選

会
と
、
夕
方
５
時
か
ら
夜
10
時
ま
で
、

皆
さ
ん
大
い
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

例
年
、
消
防
団
は
役
割
と
し
て
、
前

日
の
朝
６
時
よ
り
設
営
の
お
手
伝
い
、

盆
踊
り
大
会
開
催
中
の
自
転
車
置
き
場

の
整
理
誘
導
、
翌
日
早
朝
よ
り
の
施
設

解
体
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
々
と
直
接
ふ
れ
あ
い
、
ま

た
、
消
防
団
と
い
う
組
織
が
こ
の
地
域

に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
住
民
の
皆

様
に
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
な
れ

ば
と
思
い
、
毎
年
、
団
員
一
丸
と
な
り

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
無
事
に
、
事
故
等
な
く
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

�

◆
（
龍
華
分
団　

山
﨑　

聡
）

　

８
月
３
日
（
土
）、
毎
年
恒
例
の
納

涼
盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
さ
い
お
子
様
対
象
の
ビ
ン
ゴ
大
会
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中
河
内
地
区
支
部
消
防
総
合
訓
練

八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り

　

８
月
11
日
（
日
）、
大
阪
府
中
部
広

域
防
災
拠
点
に
て
、
八
尾
市
、
柏
原
市
、

東
大
阪
市
の
各
消
防
団
員
総
員
２
２
０

名
、
消
防
車
両
12
台
が
参
加
し
て
、「
令

和
」
最
初
の
中
河
内
地
区
支
部
消
防
総

合
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
朝
か
ら
容
赦
な
く
気
温
が
上
昇
す

る
中
、
９
月
１
日
に
開
催
さ
れ
る
大
阪

府
消
防
大
会
に
向
け
て
、
ま
ず
は
東
大

阪
市
消
防
団
に
よ
る
ポ
ン
プ
車
操
法
が

行
わ
れ
、
節
度
の
あ
る
、
安
全
・
確
実
・

迅
速
な
操
法
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
今
回
予
定
さ
れ
て
い
た
八

尾
市
消
防
団
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法

の
披
露
に
つ
い
て
は
、
総
合
訓
練
前
の

練
習
中
に
出
場
選
手
が
負
傷
し
た
た
め
、

残
念
な
が
ら
披
露
を
辞
退
す
る
こ
と
と

な
り
、
改
め
て
体
調
管
理
、
安
全
管
理

の
重
要
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
訓
練
全
体
と
し
ま
し
て
は
、

厳
し
い
条
件
の
中
で
各
団
員
が
最
後
ま

で
規
律
を
失
う
こ
と
な
く
、
訓
練
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
日
頃
か
ら
積
み
重
ね
て
き
た
訓
練
の

成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
自

己
研
鑽
を
怠
る
こ
と
な
く
、
消
防
団
活

動
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

◆
（
志
紀
分
団　

北
山　

克
）

　

９
月
８
日
（
日
）、
久
宝
寺
緑
地
陸

上
競
技
場
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
第

42
回
八
尾
河
内
音
頭
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
21
号
の
影
響

で
残
念
な
が
ら
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
年
は
晴
天
の
も
と
、
大
勢
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
内
音
頭
の
本
場
八
尾
な
ら
で
は
の

河
内
音
頭
グ
ラ
ン
プ
リ
、
大
盆
踊
り
大

会
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
が
出
店
す
る
マ
ル

シ
ェ
ｄ
ｅ
オ
ン
ド
、
中
高
生
に
よ
る
吹

奏
楽
、
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
等
、
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
ジ
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

あ
り
、
終
日
大
勢
の
人
で
活
気
に
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
消
防
団
は
、
会
場
周
辺
の
警

備
に
あ
た
り
ま
し
た
。
当
日
は
小
さ
な

お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
本
当
に

大
勢
の
方
々
が
来
場
さ
れ
て
い
た
の
で
、

混
雑
の
中
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
往
来

に
よ
る
事
故
で
、
負
傷
者
等
が
出
な
い

か
心
配
で
し
た
が
、
特
に
大
き
な
混
乱

も
な
く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

警
備
に
参
加
さ
れ
た
本
部
の
皆
様
、

各
分
団
の
皆
様
、
暑
い
中
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
で
の
警
備
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で

し
た
。

�

◆
（
八
尾
分
団　

中
村　

道
弘
）

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
携
帯
電

話
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
充
電
し
て
使
用

す
る
電
気
製
品
が
多
く
普
及
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
充
電
池
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
の
は
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
一
部
の
自

動
車
用
バ
ッ
テ
リ
ー
に
も
使
用
さ
れ
て

お
り
、
今
や
私
た
ち
の
生
活
に
は
欠
か

せ
な
い
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

の
一
方
で
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
い
た
め
使
用
方
法

を
間
違
え
る
と
思
わ
ぬ
事
故
や
火
災
に

つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
を

充
電
す
る
際
、専
用
充
電
器
（
対
応
型
）

で
は
な
い
も
の
を
使
用
し
た
り
、
充
電

機
器
を
誤
っ
た
設
定
で
使
用
し
た
り
す

る
こ
と
で
過
充
電
に
な
り
、
火
災
に

な
っ
た
と
い
う
事
例
が
実
際
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
限
ら
ず
、

電
気
製
品
は
私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
で

あ
り
生
活
に
必
要
な
も
の
で
す
。
し
か

し
、
改
め
て
今
回
ご
紹
介
し
た
よ
う
な

危
険
性
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
再
認
識

し
て
い
た
だ
き
、
使
用
方
法
を
守
っ
て

火
災
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

◆
（
龍
華
分
団　
　

西
川　

尊
之
）

防
災
一
口
メ
モ
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昨
年
度
の
南
西
方
面
隊
に
続
き
優
勝
を
目

指
し
て
、
北
東
方
面
隊
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

２
月
か
ら
個
別
の
訓
練
を
開
始
し
、
４
月
か

ら
全
体
で
の
訓
練
を
行
い
、
す
べ
て
の
訓
練

に
お
い
て
、
事
務
局
の
指
導
者
の
方
々
と
真

剣
に
向
き
合
い
、
操
法
技
術
の
向
上
に
努
力

し
て
き
ま
し
た
。
結
果
は
非
常
に
残
念
な
形

で
し
た
が
訓
練
に
参
加
し
た
全
員
が
ひ
と
つ

の
目
標
に
向
か
っ
て
厳
し
く
も
あ
り
充
実
し

た
訓
練
を
行
え
た
こ
と
は
、
北
東
方
面
隊
に

と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

訓
練
を
行
っ
て
き
た
約
半
年
が
意
味
の
あ

る
も
の
と
す
る
た
め
に
、
今
日
の
結
果
を
、

今
後
の
活
動
の
展
望
と
し
ま
す
。

　

最
後
に
訓
練
の
際
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
１
番
員
と
し
て
小
型
ポ
ン
プ
操

法
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
と

も
と
は
サ
ポ
ー
ト
で
し
た
が
、
大
会
直
前
に

選
手
の
方
に
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
あ
り
急
遽
の

出
場
で
し
た
。

　

他
の
選
手
は
半
年
以
上
も
前
か
ら
訓
練
を

さ
れ
て
い
た
の
で
、
足
を
引
っ
張
っ
て
は
い

第６３回大阪府消防大会を終えて

◎ 

広
報
部
員
名
簿 

◎

け
な
い
と
い
う
気
持
ち
と
、「
期
間
が
短
い

か
ら
良
い
操
法
が
で
き
な
い
」
で
は
な
く
、

「
絶
対
に
優
勝
す
る
」
と
い
う
気
持
ち
で
約

２
週
間
必
死
に
訓
練
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

し
か
し
当
日
は
結
果
が
伴
わ
ず
、
本
当
に

悔
し
い
で
す
が
、
今
後
は
ご
指
導
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
方
や
応
援
し
て
く
れ
た

方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
こ
の
悔
し
さ
を

忘
れ
ず
に
消
防
団
活
動
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

２
番
員
と
し
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
初
は
、
年
齢
的
に
も
体
格
的
に
も

自
分
が
選
手
に
な
る
と
は
微
塵
も
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
山
中
分
団
長
か
ら
選
手
に

指
名
し
て
い
た
だ
い
た
当
初
は
不
安
し
か
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
諸
先
輩
方
の
丁
寧
な

ご
指
導
、
そ
し
て
山
本
分
団
・
高
安
分
団
の

皆
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
、
度
重
な

る
怪
我
に
悩
ま
さ
れ
は
し
た
も
の
の
、
何
と

か
最
後
ま
で
訓
練
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
目
標
の
優
勝
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
長
い
訓
練
を
北
東
方
面
隊
が

一
丸
と
な
り
取
り
組
め
た
こ
と
、
多
大
な
る

気
遣
い
と
と
も
に
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
本
部

の
皆
様
、
と
り
わ
け
サ
ポ
ー
ト
に
専
念
し
て

く
れ
て
い
た
仲
間
た
ち
に
は
重
ね
て
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

一
団
員
と
し
て
、
ま
た
北
東
方
面
隊
と
し

て
も
今
後
に
つ
な
が
る
良
い
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
番
員
と
し
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
結
果
は
残
念
な
形
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
大
会
を
通
じ
て
本
当
に
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

正
直
、
選
手
と
し
て
指
名
を
い
た
だ
い
た

時
に
、
自
分
に
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
。

今
年
の
２
月
か
ら
自
主
練
習
を
始
め
、
４
月

か
ら
本
部
の
方
々
か
ら
の
指
導
を
受
け
、
少

し
ず
つ
形
に
な
っ
て
い
く
の
を
実
感
し
、
練

習
を
重
ね
て
い
く
中
で
徐
々
に
自
信
が
つ
き
、

「
出
来
る
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仕
事
終
わ
り
で
お
疲
れ
の
中
、
訓
練
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
消

防
活
動
に
活
か
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

補
助
員
と
し
て
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

２
月
か
ら
自
主
練
習
が
始
ま
り
、
４
月
か

ら
防
災
拠
点
で
訓
練
を
重
ね
、
優
勝
だ
け
を

目
標
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
補
助
員
と

し
て
、
他
の
選
手
が
良
い
操
法
が
で
き
る
よ

う
、
選
手
の
１
人
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ

ば
と
訓
練
し
て
き
た
中
で
、
各
番
手
の
一
つ

一
つ
の
動
作
の
大
切
さ
、
難
し
さ
を
勉
強
で

き
る
、
実
の
あ
る
訓
練
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。

　

長
き
に
渡
り
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
し
た
消

防
本
部
警
防
課
指
導
者
の
皆
様
、
サ
ポ
ー
ト

い
た
だ
き
ま
し
た
北
東
方
面
隊
団
員
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
優
勝

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
の
消
防

団
活
動
に
活
か
せ
る
良
い
操
法
訓
練
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。
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